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パスタ＆スチームポット 22㎝

P a s t a＆ S t e a m Po t



この商品は加熱して使用する器具ですのでヤケドなどの事故が予測さ
れます。ご使用の前に、必ずこの説明書をよくお読みになり商品をよく
ご理解の上で、正しく安全にご使用ください。この説明書は大切に保管
してください。

「ゆでる」「湯を切る」「蒸す」…機能を追求したデザイン
両手鍋、パスタストレーナー、スチームバスケットのセット。パスタか
ら蒸し料理まで幅広いレシピに対応します。両手鍋は深型で、スープス
トック作りや、煮込み料理に。パスタストレーナーは、縦線に穴が開い
ており、吹きこぼれを抑えるだけでなく、湯切り・水切りを効率的に、
スムーズにします。スチームバスケットを鍋にセットすれば、蒸し料理
も。パスタをゆでる熱を使って、同時に効率的に蒸し料理も可能です。

ふた

スチームバスケット

パスタストレーナー

両手鍋



•ご使用の前に、商品に不具合がないことをご確認ください。
•最初に中性洗剤で、製品についている油分やゴミなどをよく洗い流し
てください。油分が残っていますと、黄色い変色の原因になることが
あります。

•本体およびふたの溶接部にグラツキなどの異常が見受けられた場合
は、使用を中止し販売店か当社「お客様相談センター」までご連絡く
ださい。ご自分で改造や応急処置をしてご使用になるのは危険ですの
で、絶対におやめください。

•ハンドルにグラツキがないかをご確認ください。グラツキがある場合
は、そのまま使用すると、脱落・落下による変形・破損や、それにと
もなうヤケドなどの事故の原因にもなりかねませんのでご注意くださ
い。

•鍋の中に内容物が入った状態で移動する場合は、ハンドルを必ず両
手でつかんでください。片手だけによる移動は重みによる落下やヤ
ケド等の原因になることがあり危険です。
•この商品は調理するための器具です。調理後の料理は別の保存用容
器等に移し、鍋の中では長時間保存しないでください。汚れ付着およ
び腐食の原因になります。
•パスタをゆでたり、料理に塩を加える時は鍋をかき混ぜながら完全
に溶かしてください。溶けていない塩が鍋に付着したままになり腐
食の原因となります。
•塩は必ず沸騰してから加えてください。加えた後は、よく溶かして
ください。沸騰する前に塩を入れると腐食の原因になります。

テーブルに置く場合は、必ず「鍋敷き」をご使用ください。



たっぷりの水を入れ、ふたをし
て火にかけます。

鍋の向こう側を開けるようにし
てふたを取ります。

沸騰したらふたを取り、適量の
塩とパスタを必要量入れます。
以後ふたはせず、パスタを泳が
せます。

パスタがゆであがったら火を
止め、パスタストレーナーをゆ
っくり持ち上げ、湯を切ります。

お皿やボウルなどにパスタを
手早く移して、用途に応じて和
えたり冷ましたりします。

•熱源は鍋の底面より小さい口径で使用し、大口径での使用は避けてく
ださい。特に小さい鍋はハンドルに火があたりやすいのでご注意くだ
さい。

•空だきは禁物です。本体やハンドル、ツマミの変形・破損だけでなく
火災の原因にもなりかねませんので、くれぐれもご注意ください。

•吹きこぼれ・煮こぼれはガス器具等の目詰まりやガス事故の原因に
なります。煮たき量と火加減に十分にご注意ください。

•揚げ物料理など多量の油を使用する場合、調理中にその場を離れな
いでください。火にかけた油を放置するのは火災の原因になり非常
に危険です。その場を離れるときは、必ず火を止めてください。

•一度鍋全体に行き渡った熱は効率的に利用され外部へ逃げる熱はごく
わずか。調理時の「弱火」、加熱時の「中火」で十分。必要以上の火力を
使用しても調理時間に大差はありません。
•「強火」ではご使用にならないでください。
底面からはみ出すような強すぎる火力は、本
体やハンドルの変形・破損だけでなくハンド
ルが極端に熱くなりヤケドなどの事故の原因
になりますので、絶対におやめください。

•IHクッキングヒーターを使用する場合は、IH
クッキングヒーターの取扱説明書を確認の上、適切な火力でご使用
ください。

•IHクッキングヒーターでは、目で火力の確認が難しいため、鍋が高温
になりやすい調理（予熱、焼く、炒める）では火力にご注意ください。空
だきや強い火力レベルの使用は、本体変形の原因になり、変形すると
使用できなくなります。
•鍋の底面より小口径の熱源でご使用になり、鍋の底面より大口径の
熱源ではご使用にならないでください。ハンドルに熱源からの熱が直
接あたりますと、極端に熱くなり、ハンドルの破損やヤケドなどの原
因になりますので、絶対に直接火をあてないようにご注意ください。

パスタのゆで方

鍋の底からはみだす
ような強い火力は厳禁です。

熱源は鍋底より
小口径でご使用ください！

カレーやシチューなど大きい容量
が欲しい料理のとき、パスタストレ
ーナーをはずして深鍋としてとて
も便利です。

パスタストレーナーは、スパゲッテ
ィやショートパスタをゆでるのに便
利なだけでなく、トウモロコシなど
の長い野菜などを蒸したりするの
にも大活躍。また、付属のスチーム
バスケットを使って、じゃがいもなど
の野菜を蒸すことができます。

深鍋として

蒸し器として

スチームバスケット



•強い衝撃や急激な温度変化は、本体・ハンドル・ツマミの変形や破損の
原因になります。投げたり、落下させたり、熱いうちに水につけて冷や
したりしないでください。

•ストーブの上でのご使用は非常に危険ですのでおやめください。
　電子レンジではご使用にならないでください。電子レンジの故障やス
パークによる火災の原因になる場合があり、危険です。

•本体、パスタストレーナー、ガラスぶた、スチームバスケット共に、オー
ブンでは絶対にご使用にならないでください。

•鍋はコンロの中央に乗せ、安定した状態でご使用ください。不安定な状
態での使用は、鍋の転倒などによる事故の原因になりますのでご注意
ください。

•２口以上のコンロで同時に使用する場合は、隣接するコンロの火がハ
ンドルにあたらないように、ハンドルの向きを調節してください。炎が
あたったままですと極端に熱くなり、ヤケドなど事故の原因にもなり
ます。

•調理中や調理直後の本体は熱くなっています。絶対に直接素手で触れ
ないでください。特に幼児や年少者の接触はヤケドやケガの原因にな
ります。絶対に避けてください。

•本体やパスタストレーナーのハンドル、また湯が沸騰した後、ふたを取
る時は、必ずハンドルをミトン等でつかみ、鍋の向こう側から開けてく
ださい。手前や横から開けると、中の蒸気が一気に出てきてヤケドする
おそれがありますので十分にご注意ください。

•味噌汁、カレー、牛乳などの調理物によっては、一気に強火で煮立てる
と突沸（噴き出し）を起こすことがあり、ヤケドや物品破損の恐れがあ
ります。すべての調理の火加減は中火以下でご使用いただき、また下記
の点にもご注意ください。
　〇強火での急速・急激な加熱は絶対にしないでください。
　〇煮立てる時、再加熱時は事前にお玉でよくかき混ぜてください。

•空だきは絶対におやめください。本体の変形・破損だけでなく、火災の
原因にもなりかねませんので十分ご注意ください。
•急速に冷やすと本体の変形・破損の原因になります。調理後は自然放置
による冷却を心がけ、鍋が熱いうちは水等で急に冷やさないでくださ
い。
•漂白剤や塩素系洗剤は、絶対にご使用にならないでください。ステンレ
スの品質を損なう場合があります。

•本体やハンドルにグラツキや破損が生じた場合は、ご自分で修理し
たり、改造したりしないでください。事故の原因になり危険です。
異常が生じた場合は、販売店か当社「お客様相談センター」まで
ご連絡ください。
•移転あるいはご贈答品などでお買上げ販売店に対応依頼が出来ない
場合は、当社「お客様相談センター」までご連絡・ご相談ください。
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•調理後の汚れは、なるべく早めに洗い落としてください。特に塩分や酸
などを含んだ汚れは腐食の原因となりますので、放置せず速やかに洗
い落としてください。鍋が冷えきる前の方がよく汚れが落ちます。

•鍋の保管は、清潔・乾燥を心がけてください。汚れや湿気は腐食や雑菌
繁殖の原因になりますので十分にご注意ください。

•鉄やアルミ等の異種金属と接触したままの放置は、もらい錆の原因に
なりますのでおやめください。

通常の調理後は
•水かお湯を入れ、中性洗剤をつけたスポンジで洗い、すすぎ流した後、
よく水気をふき取ってください。その後レモンの絞り汁か、酢で湿らせ
た布でふくと、よりきれいになります。

落ちにくい油汚れ、タンパク質やデンプン質等の「白っぽい汚れ」は…
•使用しているうちに鍋の内側につくことのある「白っぽい汚れ」は食品
のタンパク質等が付着したもので害はありません。この「白っぽい汚れ」
やしつこい油汚れは、ステンレス専用クリーナーを堅く絞った濡れ布巾
につけ、強くこするようにていねいによく磨いてください。
　※「白っぽい汚れ」は普段の手入れをキチンとしていれば防げます。
内側の焦げつきや落ちにくい食物のアク等がついたら…
•鍋に水を入れ、煮立たせた後しばらくそのままにしておきます。湯が冷
めないうちに木ベラで数回こすると、ほとんどの汚れは簡単に落ちま
す。それでも落ちない汚れは、ステンレス専用クリーナーをご使用くだ
さい。
外側の黄ばみや曇り、熱による斑点や変色は…
•「強火」で使用した際に出ることのある「青い色」や「斑点」は、身体への害
にはなりません。ステンレス専用クリーナーを堅く絞った濡れ布巾につけ、
強くこするようにていねいによく磨いてください。




